
標題　　　　　：明治大学「 年自治労寄附講座・地方自治体と労働組合」2023
講師派遣について
発信番号　　　：自治労発 第 号2023 0420
発信日付　　　： 年 月 日2023 4 5
宛先（団体）　：
宛先　　　　　：北海道本部委員長様 福島県本部委員長様 東京都本部委員長様 静岡県本部委員長, , ,
様 京都府本部委員長様 福岡県本部委員長様 長崎県本部委員長様 熊本県本部委員長様 自治労, , , , ,
社会保険関係労働組合連合
送信者（団体）：全日本自治団体労働組合
送信者　　　　：中央執行委員長　　川本　淳

日ごろの活動に敬意を表します。
自治労は、標記講座を下記の通り、 年４月 日から開講します。2023 13
つきましては、寄附講座の講師派遣について、関係県本部の協力を要請します。
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
 
　講師の派遣1
　講師として派遣要請する方と日程は、以下の通りです。

 
　 月 日① 4 13
　外山律子　　自治労本部強化拡大局長
　講義内容　　イントロダクション
　 月 日② 4 20
　福永浩二　　自治労本部公営企業局長
　講義内容　 水道・下水道事業の取り組みとそこで働く労働者の取り組み  
　 月 日③ 4 27
　西川勇太　 静岡県本部 富士市職員組合  /
　講義内容　　子育て支援の保育現場での取り組み
　 月 日④ 5 11
　吉村秀則　 自治労本部現業局長  
　講義内容　 廃棄物行政の確立と労働組合の役割  
　 月 日⑤ 5 18
　原尾健作　　長崎県本部 長崎県職員労働組合/
　講義内容　 医療危機と看護職員の取り組み  

　 月 日⑥ 5 25
　梅田　涼　 京都府本部 京都交通労働組合   /
　講義内容　 都市公営交通の課題と取り組み   
　 月 日　⑦ 6 1
　長谷川亜純 全国消防職員協議会  
　講義内容　 消防職員の活動と地方自治体の責任   
　 月 日⑧ 6 8
　田村和代　　福岡県本部 八女市非常勤職員労働組合/
　講義内容　 自治体に勤務する非正規職員の現状と課題   
　 月 日⑨ 6 15
　平間英基　 東京都本部 環境サービス労働組合  /
　講義内容　 地方自治体の関連職場で働く民間労働者の現状と労働者の団結  
　 月 日⑩ 6 22
　吉弘恵莉子 熊本県本部 熊本市役所職員組合  /
　講義内容　 健康で文化的な最低限度の生活　～生活保護行政の現場から～  



　 月 日⑪ 6 29
　小濱賢吾 　 社保労連 日本年金機構職員労働組合  /
　講義内容　 暮らしを支える公的年金の役割  

　 月 日⑫ 7 6
　川本　　淳　 自治労本部委員長 
　講義内容　 労働組合との出会いを通じて 自治労委員長との対話  ―
　 月 日⑬ 7 13
　愛場　　学　 福島県本部 大熊町職員労働組合 /
　講義内容　 原発事故と復興支援  
　 月 日⑭ 7 20
　竹中慶吉　 北海道本部 赤平市職員労働組合  /
　講義内容　 国家財政・地方財政の課題と取り組み  
 
 
　旅費2
　寄附講座講師の旅費・日当は、自治労本部規定により後日、精算いたします。
　　
 
　問い合わせ3
　総合組織局（教育センター）：外山、竹内、小熊（ＴＥＬ： ）03-3263-0271  
 
 
参　考< >
寄附講座の概要
寄附講座の開講の目的(1)

　 　学生に地方自治体の役割と公共サービス職場で働くことの意味・意義について考えてもらうとともに、①
　　　労働組合の積極的な役割を認識してもらう。
　 　地方自治体や公共サービス職場で働くことへの興味や意欲を引き出し、自治労運動に関心を持って②
　　　もらうことで、将来、組合活動に参加したいという気持ちにつなげる。
　 　学生に地方自治体や公共サービスの職場が直面している問題点・課題について共に考えてもらう。③
　 　労働組合と大学の連携を深め、労学共同の拠点づくりの一環とする。寄附講座など、大学との連携強化④
は
　　　組織内外で評価の高い事業であり、自治労の社会貢献活動としても重要なものである。
 
講演の獲得目標(2)

講演を行うにあたって学生に次のことを認識してもらう。
　 　自治体や公務労働の職場実態と公共サービスの意義について学んでもらう。①
　 　労働組合の必要性を認識してもらう。②
　 　自治労の活動を積極的に認識してもらう。③
 
寄附講座全体の期間と日時、場所(3)

　 　寄附講座の期間は 年 月 日から 月 日の間の 回　① 2023 4 13 7 20 14
　 　寄附講座の日時は毎週木曜日の 時限目 時 分から 時 分② 3 (13 30 15 10 )
　 　場所は明治大学駿河台校舎 東京都千代田区神田駿河台③ ( )
 
対象の学生と取得単位(4)

　 　全学部共通講座として実施①
　 　前期の授業として取得単位は 単位とし、評価 成績 を行なう。② 2 ( )


